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になった。食糧の不足とをも’に不安産気詩に遇
いつめられて来た。 ・既述の劃Dの新発は大体そ
の頃完成していたのであった〇 ・ -  "

秋も隼を過ぎ1 1 月になった。 2 3 日、東京の上
客にB 2 9 の姿があらわれて荻窪の中島抗窒機工
潟の- 部が燥馨された. これが連続して爆撃を

辞輔受ける最初であった。その日は東京の
研究所に居ったので防室壕にはいつたの牢記憶
している。 1 2 月に入って7 日であったと思うが
東京へ会合の竜や出席しよ・うと’し劾S 、 ・東醇蓮
に兜霞があって名古屋附近から以東静岡までの
閲に可な・り甚しい家屋ゐ倒繋がを紅琴平航重
機工場の被害は重い、もの・があり、そのため軍
事が不通とたり、諮局東京へ行くことが出奔な
かったo
それ以来各軽の萎貴会の活動も下火と起って

翌2 0 年に入ってからは爆撃のために全く研究ど
ころの騒ぎでなく、疎既が人々の仕事になった
アヤミデウ土塊金の生産も、 3 月頃には全く・

停止して、改戦の様相が釜手渡くなつでいっ
た〇 ・.  .  .  、∴∴∴.  .

学術猿輿会の第草沖、委員会なども、属金の処・
理などを論じたり、していては余り・にも悲しく、

学術の研究でな互平めに筆者など何等手樽ラ気
にならす、その詰某を聞くに過ぎなかった〇・軽一
合全史として書き残すべき程のこと計注ぐ、会
合があっても籠靭こ時間を往復の汽車に過†た
のであった。かくして昭和と0 年8 月時日の務哉
となった。 ,

これで戦争中の軽合金更として書き残すべき
主要たことは大体毒したど思うが、海外の尋常
が全く不明であったから、その間の進歩を記述
することが出来ないのが遺憾である。 ・この間の′

発令居直帝売主石動
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一, めし醇の酪金議論葦薫
● ヽ ヽ

- 間に、●余り大きい飛躍があったと“浸考え患
●量。大体その構勢が窺い得るのである言●‡麦
ニ・ウ●缶とマグネシウムの婿泰の動向も: 新上気
用途への発屡はめっても、その材粗に関した犬: 鷲
きた発展はもう望めないのではないか. 第一衆評
世界大戦から発達を重ねて衆ねこの軽合金材料
もヽ特殊鋼と同様、既にある発展の限界に変を‥圭

子、1

と云えようo 親窒エソヂンが内燃機からジロブ
・ト1 ・エンジン、ロケ・ジトと進歩して来た。多エ
ヅト・エンジンなど五胡等衆の発達を琢想’される’’

- 誤認三富器蒜芸紫
・・軽合金痕は経哉とともに現代に筆を染め抜け
ればならぬ。それには軽合金材料とその学術的
な研究方面とに別け亡記述し: 軽合金更の帯び
としだいのである。米国の工業の発達は、あら

∫
∵
二
言
∵

ゆる面ですぽらしい。これは米国から跨って疎●言
を人の言葉であるo 軽合金に関しても同棲であ霊
. ろと云えるから、米国で使用されている材粗を●喜
・先ず標準にして、・現在の軽合金界の展望を試み圭
・か。それ灯は加工材と鍛造材とに区別して話手
避することにしな

く’’“

純アルミ= ウムとしで最純のものは9 9 ・9 9 8 ブタ
. である。この純度はフランスで工業的に遣られ』
たが我が国でも現在既に生産される’ようになつ三・三・
ている。しかし一般には9 9 . 9 的%が最高純度の 二

標準となっているo かかる材料は電解エンデンご
サーなど特殊の用途以外の詩興は少いo 一般に圭
はアメリカで2  S と鶴される純度が工業用アル∴
ミニウム’であって、工S とせず2 S むせると三宅繁

笥
‥
薫
撃

ろに注目される。これは2 やは合金と考えてい
了・るのであるo 言
I .
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いo 釣書は我が謁では圭としてプロペラに用い
ら書していた。米国でも同様であったo 同じよう
電化草城分をもつ1 4 S が矢張毅蓮材として、ま
た槙に佐用されろ○韻カで硬度を必要とする. 大
野e 訴追物などに適するものとされている。
この合金櫨失張5 : Oo C で旗入して時効するこ

撮蚤力・1 0 k g / 瓜孤雪、伸2 5 ア乙程度を示し、 ●こ畑を
章了げCで1 鴫手間撰戻すと涜醸力4 9 立g 加孤2 書停
重: 喧微となって麗人時効のままでは1 7 s と接ぎ
は差がたい。倦浬時効をすることが2 5 S と実り
的葺は常温時勘で硬化は殆ど望めないから言う第
人を5 ! 5 0 C で、撰戻しを1 7 0 °Cで工0 暗闘ほど行
う必要がある。麗人焼戻して坑張力が1 4  S の常
澄呼物したものと同棲、 4 0 瓦g / 血2 近くにな
る。この点でやや劣るが、鍛造性がよいために
プロペラの如きに利用されるのであらう。
1 」寒は既に述べたような篤塩時効で硬化し、

また凝戻して一屑張力とすることが出奔ろから
型毅邁などには1 7 S ・よりもこれ挑用いられてい
るのではなかろうか。 ㍍Dと離した合金が1 生S
の規格の範囲の成分をもつもので. ある・こと害い孝
が、唯、既Dと実るところはヤクネシウふの標
準が0 ・4 形となっている点である。 NDでは最.
高値の0 ・8 孝を蕉準としたことが実っている。
鉄道を日額とするなら0 ・4 - 0 了5 ヲ乙と低いこと
が望まれるに違いたい。韻慶を2 4 S と同嬢と考
えて、マグネシウムを高くしたのであるが; そ
のためゞDの高塩加工性が特に. よいという証明
も出来たかった。若しNDを始めの目標のよう
に高塩加平蛙のよいことを目標. として研究し発音
たらヽ恐らく1 壬S と同じヤクネシウふ0 ・4 ・J O・5

茄となぞのでないか。 2 1 S がある以上、 ●ⅣD . の
如きものを、も早必要としないから、軍造材と
してくまl 上S を考え・るべきではなかううかo
米国では総ての工業に多母生産を必要とし、

それに適した材科が造られる。快剛性を要求さ
れるのもその- つである。 1 1 S 及び・思8 1 7 のよ
うな、覚と蒼鉛を少量含んだ合金の春在理由は
快同性にある。我が国では恐らく、かような快
調性を必要とするほど? 多産産を必要としな
いo 少丑でも憲鈴の如き高僚友金属は用いられ
ね〇番鉛は下痢止めの薬品として、その他種々… ・ . . ・ ∴. ∴ ’ ’

の用途があるp 蜜合金周として我が国が費う
撃撃撃叢

要は無さそう托∴言\ 詰・●豆∴
. 享: 予言∴∫亮 臆∴言・掌り・ ・註▲ヨ

ノ・∴: Y含; 金厄: 代ふて8 」S - 喜
芋警竺誓甲筆力坐と享子寧露

. 二察窯霊慧稟饗
㌻●・馬震い豪のセあるが、最近になっむ8 S 雪左
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っな唾の理皆涙矢張鍛造性では定烏圭・う喜怒
絡衆我が国で鍛造ビス・トンを製造する必要がゐ器禁讃

雷撃
る蒙合には考慮すべき問題である。
高温の機械性質を第包表に示した〇

第 2 表

但し麗人壁間∴ ・ ・r ・∴∴1 一軍

・霊警芸篭器蒜諾藷●′ ‾●
●● ◆

詰器認諾霊主器、笑
5 6 S 、 6 ユS 凝何れも耐蝕怪合金である子そのう薫
ち3  S ・は普通のアルミニウム以上に軽度が必要十
で、耐蝕性が必要な部分に廣く用いられ、加千二二
. 熔接も容易であるから板としての用途が多巧・雪

言う・2 S とう6 S の哩質・と系統∴十
・5 智S . と5 6 S はとで工幸チリウ。と憩される1 這享

∴b 系統に属して古さ。 5 2  S な加工性もよ●く陽徳∴
・に耐え可なりの韻度をもち疲努強度が鹿鞍的
高いo 耐蝕性合金として構造材として使用され声
るo 麗入れ襲戻しによる硬化を示さないから、 、’:
熱処理による材質の改善ということは望めない
・・華、冷間加工で適当の醍慶を興えるo 醇衆滝ノ上
播、建築方面などに利用される可能性が多レお二三
‾この合金の嘉としてク。ムがカ脆. られi 三富
・シガ. ンが0 ・・1 旬亥以下となっているo 掌トロチタ

ラムはマ誓誓えら車掌董董) ∴;  . “・

( ・i 3 )  . ‥十才・雪



なアルミこす亭工場が建設されつつあるが、
戌の暁には酸化アルミニウム5 - 6 万トン、
ルミニサム3 万トンを生靂するo 酸化アルミ
テウム工場は哉暗中ドイツが着工したが遅々と
して進捗していない。外囲からの資金援助があ
ればl 年竿∵2 隼で完成され卒という二政麿は、

警霊室震露崇等崇霊二三’
( $ ) ボー、キサイト●トリェスト附通のイス・

トリア、ダルマチアめ下ルニス、ヘルツここヴ
ナのモスクル、モンテネグロのエタンチが四
産地であるo 質は良好である。・莞この他アンチ
そこへ水銀、グロぷ鉱こ錐、 ÷ソガゾ鉱、鉄合金
等の鞄は割愛する。 ・
2 ・現在における主要井関金属の年産商及び固
島浦賀畳・( 単位工メートル言の
銅 4 0 ,  0 0 0 2 0 ; 0 0 0

・∴ 、 うち垣気銅1 4 , 0 0 0  ・
亜 ●∴錯・ . 工2 ・0 0 0 殖0 0 0 乃至8 , 8 8 0

・、ア巧ミュウふ∴∴3 , α氾・ 3 , 0 0 主・

丁アンチキ三三1 ’書, 秋子■: 、 . 不眠∴“二
∴水、当. 鎮. ‥ 3 0 0 , ・ .   ( 推定) 2 2 言
’グロウ長銀● . 5 0 , 0 α)  .  C 揺定) 2 8 . 8 9 杏’. ・錨・ ∴5 0 ・0 0 ・・ ・/   ’1 0 ・叩・:
3 ・ 1 9 5 0 年における関銭類及び非鍛金属類の輸. _

聴 く単位メートル・トの
鉄 鉱詔8 , 3 9 工

費’. 鉄 鉱 請, 1 0 工

ボーキサイト1 5 2 タ9 9 3
クi ロ ム 鑑 2 l , 2 俄

選別ク. ロ土 工9 タ、2 1 1

選 別’錯. ‥5 , 9 鍔
選 別. . 銅∴ 6 榔/

上選別黄鉄鉱 . 1 2 0 ,  5 9 呂

選別亜錐 3 4 ; 3 4 0

桂二・二葉与鑑三-  ・4 総

珪素マンガン 1 飾

ブリストル銅、工5 , 9 8 6
霞∴気 銅 4 9 9

賃銭塊及層1 , 4 工6 一
青銅塊及屑 亀●
蒲 ●製’関都タ4 工5 ・

隼・ 暦- ・工6 6 ’
遅:  . 錯 重, 4 1 4 .

亜・錐粉末・ 1 タ2 7 7  ’●
アンチモモ」塊l , 節6  ∴

お口∴ム鎗・軽震水∴∴ 録, 銃・∴∴
葦誓繋丁重蜜賓一錐串7 宣長.  _  ・_ ∴ ∴、∴∴’’ 一・- ・ぐ∴予言
ミシン工業のアルミ剖瞥削減でウふっ六三

裳咋4 自発●、アプリ●カン` メタル・マーケット・2 6 ・
訂0 月5 日)  l 国家生産局では、_ 今宵豪内用ミシ

し、同工業が1 9 5 2 年の上
四学期に於て受取る銅及びアルミニウムの供給
蓮は本年第四●四告期に受けたよりも工0 劣減と
るかも知れねと通告した。此削減が必要とぎ

ノ
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・ 一
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\ れる理由は、顕家生産局が説明した壕に比等金
属手詩の極めて甚だしい減少及び国家防衛計重
に因る需要の埠犬にある。生産と晴々同じレベ
ルに今在るミシン機械へb 需要は、同工業スポ
ークスマンの言明した様に引綾を高水準に止ま
るであ寧う・o 彼等の説明千手処に依れば、主婦
達は概して生計費が上昇するに伴い一居多くの
ミシンを買うものであるら委員会メンバーは、
同工業は保存方策を採る事により、主要金属の
使用を最少限度に倒験しできを・蜜筆業者蓮も
亦国家生産局に対し、むしも彼等がその生産を
更に削減しなければならぬ’・とすれば、同工柴崎
稀少金属材料の使用を制限されていない外囲の
競走者蓮に対し、対抗し難くなるであろ・うと勘
告しているo 同工業は現在年間約1 0 0 ・万台のミ
シンを生産して立るd . 日本よりの輸入は委員会
のメンズ- はまって本年は約3 0 万台単位と算定
へされている。園内経甜ことってのミシン棲域の・
重要性は十分認識“されて居り、. 生産を可能な限

りの高水準や維持. しまうとする馬に÷あらゆる
努力が篤されている、 ・と国家生産局では言って
出るo その篤め特定薮のミシンを製産する鴛、
同工業に対する原料割当計聾が考慮されている

シガの添加が耐蝕性に、如観る墓を輿宗
か、まだ的確定説明となるだけの資科はない。
粒界腐蝕に対し、或は應力腐蝕を防止すること
が、その日額であろうと考える’o I 現在海外でこ
. の系統の合金の析出現象とか聴力腐蝕などの研
究が珪鼓的盛に宿られていること: は、まなこれ

票器叢諸芸叢藷蒜三
部しま定決論に至ってふ志専予. 二∴∴∴ミ
・ 、舐S はすグ寧: ㌢ザ云の含有量が多寄もそれだ
けか千も琴易看ない欄蝕壷は重量・マグネシ
ウム合金に薄するサベナトとダニプル被覆に俣
するものと書かれて. あるこ・ 5 1 古と5 3 容はアルド・
ライ、アンチコログルなどと穏して点る合金の
系統で、 Mg 2 S 王・を析出相とした合金だ五㌔ こ

れ等はいづれもその発達の経路を既に書いたか
●ら繰り返さぬe  ( 爽貌完結)  ・

- ( 3 4 )
● タ、●
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霊∴幸手午∴’這尋善事

S  ・ Dに比すべき合金であそこ‾了_ . 5 辛は第二安の∴二
世界戟華中の靂物であるが、かゝる合金の発展言
の歴史は既に書いたが、顧みると多少不備をと
ころがあるから、いきしか補足しておきたい。

卑S 系をめぐる国際的研究の環
この系擬の合金は、英国でローゼン〈インそ

の他の人々に研究された瓦合金に端を発してい
る。その後編逸でサシター並にマイスナ一にま
寿、事2 時空三㌔ス十三タグルの名辞で蓮ら・・ざ
れたもタの料あ. り、その後我が国で庄トム合金か,  }

二二七・了堵

‾ ■. 1

’ ●
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己が困難をあう衰料、てふる。姦圭を凝
● ●
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のにつ小手為試晦をのであろう幸吉諾
金属材幣は二股に高額勘こ乏し壇の妃謡垂

臆. 葦‾こせ

了くさであるこ茸に張力であるという. 点泳ぢ硬
室転籍するのは危険である○殊に膣力割れの

もの或は旗戻脆性に敏感なものは避け去村議輩
ならない。磋素銅のような霞類の鋼材が虞雪面㌢

諾意器謂警諾諾繋.
空ろ∴‾・ ・` ・二幸尋を
・- 薄赤もし超張力軽合金の必要がある蕩今、予

ら語草P とな? をや? 誓牟 ∴、サS べP と乃母と何れを求めるべきかとめ賀野

・ ’・ ・‾ . ネ・む ご

また琴呼は1 9 3 7 年に租ルス’●●珂スで叩∴. 空車して・、 , 7 5 弛答えざるを得な
7 7 と轟発蒸れブ重義同震露淘晶良し、∴一理∴ S .  。賊欄で生れた材料で
る。何れにしても腰刀割れの問題が阿隠して、 ・ 、
それが完全に解決されない重し第二安世界戦争
となったo .  、

こ・の戦争中に我が国ではHDが生れ、米国で
は始“め7 0 二S として遅らすしたものが. ・7 5 S となつ

●

た。瑠ももう王ひも亜鉛が多いと聴力割れの危険
があるカ了ら〔韻ざを多少犠牲にして安全な材料
として造られたものである。 ・まあ彿園で組9 3 3
年以猿飽i 争F r o 壷e 七〇C劃竺即e 会証にてゴ
ーチェとぷモーー( G a u t b i e 「 &  V a c 上e 了) 両氏に

ょって弼されてz i c 二塁森していおのであ・も
ろ。亜鉛&5 形: 銅ユタ乞、マグネジサム2 , 5 夕多、
マンガン0 . 7 5 劣の合金であるo 何れもE ・ S ・ D
と窺似しているが、亜鉛: はやし低いものが多い

難易からも、・かく答えざるを得た

ううかo  /  : / ’‥二・葦三
ヒ二二‡止別一寸イノール等の研究÷

● } l

′器藷鴛叢兼業霊室寵‾●

誓雪驚謹霊芸三藷泰
にM式C u などを加えた合金の族態図の研究を∴
発表しているこ. とは、その証頚である。. ・また1 9 ・

5 1 年の英国金属学会誌7 月号に見るクツ. そら喜●●4 )

ヤドウイ少とムイヤの3 氏がアルミニウム、亜.
錐、マグネシウム合金の加工材についての研究∴

二万、研究方面に眼を転じる。 7 5 S ほ聖二Z 雄二

叫R c v ;  Me t 確h r g 王e ,  ( 1 9 5 0 )  1 3  ∴∴ 2 )  Me t a l . P r o g r e 8 8 ,  5 6 ’( 1 9 4 9 )  3 3 上

3 )  E .  B u t c h e r 6 ,  G ;  V ;  R a y p o r  &  W. 華u me - R o t h e r y 言・ I n B t .  Me t a l s

6 9  ( I 9 4 3 )  2 0 9 .  A .  P .  L 軸e , G . V  R a y n o r  &  W.  Hu me -  B o 叫3 r y , . 同上6 9

( 1 9 4 3 )  4 2 3 .  D寸S t r a wb r i d g e ’W.  Hu me ‾▲R o t h 押. &担P ・ L q u e  7 4 . ( 1 9 笠* ′・- 薫㌢・
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墨護書) . M.  g o 〇㌦ 、戴. 高鳥Ⅴ非議世事. 心血i r ㌻計工耽t . /  ・・M。壷南国9 5 1 ) 秘が

・播素読を詰弘志売高二亘す∴ ・二・∴ ∴ ●・∴・ ・.



合金泰主要をものである合算2 表に兼高で用い
られる鋳造材を示し索これを寧ろとかなり轟
調が多ほ目すべきは砂型鋳物としてシルミンタ、
が用いられたぐなり、. シルミンγに類似のもの
があるに過ぎない。これも我国で用いて亘るシ:
ルざシャとは多少実ったものであるo 裸にAト
S i - C セ・系の合金は軽々に割合漬菜るものが造ら
れている点は、目的に感じた成分を選んだもの
と考えられ、この点我が国ではもつと検討して

誓祭器差金には埼金とし鵬の乗
務が何れも採用されているo 耐蝕性を目標どし
てA書再佃合金があり、離京合金として錫6 ・ 5 形
鋼1 男も∴ェツケル1 多毛を含む合金があることも

譲響薫染警ご諾㌘ : -
藍慧碧雲謡慧簑

寮きられている○この点は我が国が先鞭をつけた
舞子かしこゝに研究を忘れか、で着々と成果を鞠

ほて行く英甲の憲実さが見られるよテである云.
我が周では現在殆ど軽合金が使用されたいが研

紫は雫で加、まう心掛け壷ならぬo 筆者の
襲撃誓’こ曾系統の合金の研究を綬誓㌢章二
醸その努であを壬∴∴; . ‾∴一、 ●Y●雪霊

薬薗霊宝霊●・‾
. ∴●一. ・: で・

軽αしかし学問の進歩は金属の朔憧変形にテ千

諸芸嵩窒霊業慧器霊
商議度の軌、アルミニウムが利用されつゝあ
車ごとを忘れては猛らぬこ_ ノマイル半丁の非晶貫

発話務がこの発展を生ん捷おのと考えをも喜‡

注目されるo
しか- し鋳造材としては特に新しく発展した合

金があるとは考えられないこ. この点は各国とる
・同桜であろうから米園の例を以て範としたいこ
. 鏑邁材は何れにして単産擬壁質に限度があり、達筆竺牽薫誓撃薬毒言憲露詩誌蒜三㍍を・・・ ′ ・・

・I - - ・

トから、この方面に努力をすべきであそ〇

二幸二、マ. ゲネ暮しサム合金の現駅読唇を富山骨盤豪華司直葦
諒車撃幸畢分れ電野学卒準楽乳

中辛予: ●、∴㌢: 二子
互; 琉っ毛ミグ三㌢も宣合金に眼を趣、じて見た現象辞これた附艦隊て未解決の分野が多: く残: ま・

机卸、ろため、‾現在最も・花々′しい論鞍の的と定、‥. ノ・小二マグネシ歩ム合金は雰ルざニウん合金に比

洋平、るが∴それにもアルミ・ニウムが多く使用・ ; ’して使用される範囲が坐高と同株/ 工業的に用●
をされるか時効硬化に関してプレストン、ギニエ ゴ いられるべき合金系が限られているo 新しい今
三尾の生成から賀祝勝えの進行に関して研究が造。
醇室料こ担任も矢配線と雷畢微動薄衣
毒露宝器どなっている。薇に入靖国に亘って検討

藷葦蓑賽叢葦、′i ∴●

雇童鴻諒薗亘輩潜寒暑童缶詰
琵譲欝塗薬輩議議事轟寺平聾車重では卒らな. 了∴∴`

牽予高上軍●蟹. .

後の発展があまり期待せられないのでたかろう
かo ‾現在に於いてアルミニウム合金と厨揆或る
謹慶大体進歩の限界に来ていると想像する。●し
かし÷グネシサムは金属チタンの生産に必要な
ものであるからチタン金属の発展には÷グネシ
ウ云製錬の進歩に期待をかけなければ走らぬ〇
㌧●∴了「ヂ子→. ●. - ・了∴・ 〇二′ ∴
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一・ ●.  ,
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咋しているo 従って珪素を含んだものが多や- とにかく米国で使用されて†、る. マグネシウム

露碧玉車重葉書系又はA劇C u 素●、詮の成分を第番表に示しお頑マグ奉シ?. _ ∴ 1 ■.タで
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挙蓮圭牽宣それが各国に及んで
弔きれる王手になぞたすのでらMg AユタMg - ・
‡ 、時空概系合金が主体を圧しか、る。そ

珪後特筆すべき発達もしていない。唯- つA咋
i 6  5 轡として毒されたMg 止工- S 直系合金が真る
のである・こ _

・ ノ

この系合金は筆者が研賓し、その時効硬化性
っいて発表毘なのと同様で、. . 錫はアクネシ

み享に約●生孝固溶する。. 錫5  -  6 ’努を含みアル
ニゥムを加えた合金が焼大旗庚でよ: く硬化す’
とを知る効く、. ・ A二型J 轡はその結果とよ∴′・

合致した成分を指示しているこ● ’
当時我が国では何等反響がなかったがら米囲I
採用されていることは喜ばしい. 総て研究は
昧ではない云役に立つも. のは、何時か利用さ

: 〆∴ ‾

務園で使用される軽合金を1 9 4 8 年版の弾き二盆重s
むd  b b o 函こよって軽合金界の現株を蓄いたの
疑義÷. M地3 〇・蹟盃d かわk は1 9 3 3 年に始め

_ ヽヽi よ ●

長
.
垂

の
∴
西
∴
村

時は我が園の軽金属界が花が散った跡を見るよ
うな淋し. さであづたが、. 時の流転は新しも歴史
を遣るo 花散れる我が園のフルチエウム業界に
●$ 再な春がめぐり来るかとも考えられるように
なった. 満開にならぬまでも、管が少しくぽこ

馨詰転義毒羞蒜蒜蒜宰雪空樹立、う踊蕗:  ∴ !  7
. ご 臆

_ ・ノ 1  . え、↑ 去年こくゝl ′" 輸購上し維ノ事′「ヽ高裁橿. 工事上こ▲之臆」とご ● . ふ重し粛l .・しかし前途には幾多の困難がをろう; 世界は
平和を唱えて戦筆の準備をきているのむ思うと.
安心は謄衆か清我が国の軽金属に関する研究
は花々しぎが患い。残に工業的な向が低調であ
●る。世界の進展に任して遅れないふうに, む捧げ
て欲しい。. “軽合金更を読んで貰えば研究が如何
に必要であるがを克って頂けるに蓮いない。研
究は立派を資本投下であるo その投資は直に葵
を結ばぬかもしれないが、やがて立源を雪路に育

放る毎に内容が改善されて進歩’の跡ボ極め
醇に知られる。米国では如何に金属材斜の
水盛血行ほれて捗るるゝを物語る薫のである
これに擦ったJ . 金属材郡の材料としての研
学術研究でない∴我国の如く必ずしも学界
麦はされてん、ないo _ またその必要もない〇・

低なる研究がなされているか明かでなく、そ・
生産に必要は学術的範囲のみが発表されるo
ねも心得ておかみはなら. ぬことであるo

′とめたい。 つ肥料となるものである○ ( 尭)
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績軽合金史執筆のはじめに; ・・・∵鏑酸度の基嘩; 毒殺籠登場∴∴二∴・二言; .
ンの影響・・∴・ソルビーゐ努力……就態園の体系化・∴∴一 一・∴’ . い
・、_ ∴∴. ㌦●了、 ‥●;

‡軽合金学界の糖武西村秀雄教離轟に午年間・伽回に亘り†本誌に〃軽合金吏〃を執筆溺戟ざれた。 .  “. ‥- ヽ●

こぞれば欧米斯学の文献にも類例無さ大著述であって、軽合金の学問的史実と工業的史実とを、世界大の : :

瀧野に於で検討競合し: ‾÷駿の読者にも理解、味読し得るようし懇切な解読を施されたものであった。 ● ∴●’
; 果然、工場〕教室、商社、研究所を挙り・・革務著たると接締着たるとを間はず・" 学徒たると経営者牢ろ ∴

翼卓論な●ぐ・・この墓前の雄篤は挙前の熱心を以て愛読されたo  ’夫は一巻の大著として表が工業出版を飾. ヽ
‾

染. 中華撃樹を進めて居られるが、教授は議の鰹に応三愛に醍合金史の筆を執らる∴ ∴“三● ●●′●- ●

置華な亙単撃琴平猶・新しさ軽鏑チタニウムの研究時日なき麹幸後数鏑∴ i

繋驚葺葦箸等〃の雪期せらるゝ努力勘’“誠等駿英に、深さ鱒二∴“
’’. ∴ ●

∴・ ・予言・∴●二・∴∴∴∴、∴‥
I 〃………●●●●●●●●●〇〇〇〇●○○●〃…○○●●○○●〇〇〇〇〇〇●●●●●〇〇〇…〇〇〇〇叫…………○○●〃●●〃…●〃●○○●●●●●●●●〇〇〇〇●" ●○○" ○○●〇〇〇〇●" ●〇〇〇〇●●●○○●●〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●○○●○○●〇〇〇〇〇〇〇〇●

善葦三幸を’∴: ∴∴・二言ゝ・、 ∴‥ _ ∴一語蕾であって舶らぬ。二貫した動向を知るこ▼ → ヽ
‾・

【●- 「す○ ■‾ ‾■-  ・‾ ‾1 " " - ●一〇 -  ▼葛、U 一‾ヽヽヽ一‾′‾一・l ’場 ヽ○○/ 、P ‾` } ヽ〇一● ●.

遼寧整合全史執筆の鴨はめに∴言. 二押必要であ・りおう技術的麗薯鵬始・する臆.●ヽ

露請壷議題するこ・蜜垂合金夷を書くにつ の産無駄なことで・もある。歴史の流れに滑って
モ歴史が造られる。無心のものも、、それが人
詑高邁すさとき子そこ左入頚骨匪東につなが
・・ . . 〔_ :  ・ . .

じ\ 書時には大きな役割をたすものである少が生
在の文明なり文化というものの進歩を顧みる
「人が造った物のために人が逆に動かされ、
と. しては使役されている感じずらするのであ
へアルミ= サムという金属が知られてそれが
定に利用され、人はまたそれに利属されれ千

〇 ●●

アI レミミウムを利用する●ために合金が生れ、
- ●

合金が機械に、 ●器具にたると、それを人が用い
るo アルミニウム時代などと籠する靂痩的の喜
むく生れる。かくまで発展すると物が人間を使
して来るe 祀会の経済が物に交配されている

以上、かかる考えすら無理ではないのでなかろ・
うか〇、

それはとにかく、かくまで発達●した軽合金の
’歴史をその生誕から書き始めて、現代に至る概
要をまとめたのが軽合金更であった。思い出る
ままに、時間の許すかぎり書いたものである華
i 、足らぬところも多い。. しかし歴史は細かい尊門

その発展の経路を固さ得や甲足りるのであるか
ら、軽合金疫は軽合金が新しく造主項し、利用さ
れた跡をたどることに’した。要するに時の流転

十・と共に発展の進路を失なあぬように講述した〇・
総て現代の科学の発展は始めはその利居を目

: 恵として生れ: 或は造られたものが、その基礎
的卒方向の研究が必要となり、●それが進むとそ

∴ ・こに学問が生れ、●学問としての体系が出恭るよ
・うになった。金属も同様な蓬路をたどって近代

. 物理学の- 部門として、電源を学問の対照とな
∴って恭た。この学問としての軽合金の発展の靂
. 更は軽合金更では多少締れたが、しかしそれが
どう発展して釆たかは余り記邁しなかった。そ
れは軽合金の進歩と関連しなるのであるが、学
問としての発展の歴史、金属に関する理論の進
歩と施しでは解けないから、別に掴めなければ
ならぬと考えたからである。殊に理論をやさし
く書くことの困難さを思うと、それに附隠した
直接軽合金に関係しない問題をも、’時々は読明

. しなければならない○総てものの発達には軍猫
に行われることは少く、讃軽合金更を書くため

1 1 軽合金更は合金の発達を記述したが、続軽合金史はそれに関連した理論的な方向の進歩を善くつもりであるo

酔生書( 叫′左写、
ヾ.
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上るものであ・る。幸いにして書き上ぼるこ草子. , .
旧来やぼと思うのせあるが、何分大き申、課題を・・
かかえて、: 当分は研究室を離れることも許され

完売奈暇に筆をとろということになるから、.  ∴・
1 ∴∴∴∴)  ’ .

関する謁蓮をする・に先立って、、一腰かかる方面
の進歩の歴史を知る必要がある。・ ∴・ ・雪繋

; 先づ金属をレン書ズで駄して醸請率撃

震誓諾誓票に誤軍手
一軒○○k e ) がミクログラブイ. 了という書物に、鉛:

になるから、.  ∴筆. と銀の合金から鈴の析出する状態を親祭したと
嶺着諸君の期待に添い得られる- よう在、. 記苺が∴・∴記載しているということである。
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叢薫鷲義認
缶詰二台屈学= 発展や, 基. 礎宣言

∴出求るかどうか○` とにかく禿筆を呵して勉顕し、.

誓三業孝義藍三言言 霊∴
一 ‾
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∴器書誌纂駕護謹霧瀾. -  l

●
◆●

: ∴当骨壷董ら発毒は請薄霧露たどるこ.
. ●

仁・とが多いo 個々の電笑め探究から、 ・それが何か∴・し一章 ●○○

ゐ形式に分類さ藍子体系を蓮i られそ、’’それが学
・÷周としての基礎を造ると: 一それから源生した萬・
二写・実の探究言と進む。それに伴ってその事実を数 三
.  ヽ∴● 、- ●、●l

書
・ ・ .  . ヽ・ヽ. ・

工学的に取扱うことが試みられてこ学問としての
’体系が完備して来る。しかし数学的な取扱いに
は限度があうて、 、夫々実験的な裏付けを尊重と了
することが必要となり・漸安進歩をかさぬる〇
二軽合金の進歩の嚢付けとしては、 ・先づ金桶学

∴ゐ確立が大きい役割をな‥した。この金相学の進
歩は化学熱力学が体系を整えたによ・るもらで、

こ二現在では古典的な化学熱力学も物理化学の二分
: . . 野として確宜しでいるが、しかしこの発達も・そ
・二う古い話ではない。二万、、金属の顕微鏡組織の

・霧器言霊葦器謹
言と興味が漸くであろう“。 . 工手笥

.  ,  , こ議器㌫‡霊言霊護憲藷

一 年弼順ミ容易になったことと、高温測定が可能と
・・なって熱力学理論の実証がなされたことで金属

● ・の科学の進歩を爾らし、. 軽金属合金の研究にも

÷金恵の努繭の罵黄をとるごとを工夫し、最連繋

. るが、金属材群の破面の制定に、単に破面を肉
. 眼的に見て粒子の粗密を親祭することよ生÷
i ∴歩を進めをも? . と云えよう、らそれが恐らく1 8 世
紀以前からも行われていた不確定を方法かむし
“科学的に進ん潜と考えると; 温故知新というここ

拍車をかけられた〇、 ●
従って軽合金の発達を、化学熱力学を基礎と "

した異相平衡論の進歩と切り離して考えること
は出恭ない。また他の金属材料の進歩との関連

書

: も考えればならぬ。・かかる意味から圭として1 9
世紀の末期から発達したこれ等の華を進め串は、
ならぬが、それには理論的な面と実験的な方面
とに別けて考えることが都合がよいo 軽合金に

とは何苺にも必要だ、と云あればならぬ。 …・八
二万光学頴徴晶透過光線を利用する方面に

進んだため、 1 9 世紀になって有名なウイドマシ
ステンテン華隕鉄の断面を研究して、酸で腐蝕
し或は加熱し、酸化せしめて所謂ウイドマンス
テンテン像の頴出をした。これが1 8 2 0 年に発行
された隕石に関する書物に講載された。

’. ソ、ル ビ“営: の 努・カ
この組織は肉眼的であって顔役鏡のカを借, り

1 ) 工7 2 2 年・レオミニールは烈氏の寒暖計の製作で有名な人であるo
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確の麻実直シェスオ) 亘るゾルビーであづ誓“琵ジ÷ブ・トナ二とか、ん, シャトリェなどの
o  ●同氏は頴微鏡的岩石学の創始者と総す雪ぎ
であらだ。岩石、. 隕石の研究から鉄鋼の組織
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:; 人々も示唆はしていた。‾しかし固落体をなす可・

研究に進んだのであつたが、. その後こ? 業績:
約2 0 年近く・顧みられ湖ゝ享を. 当時の文献は
毒露定量らく見られないから、-  ・どの程度の:
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黒雲聖楽串華` 誓ヂ専o 詐り進歩した
と云われて亘る。. 二㌢∵二, ∴’“、

こ. . . 、・∴ _ . ♪“ ●’ ● ・
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掃藁藤とたちモ近代詩な金属顕微鏡が造
漆器その創始者の一人としてドイツのマル
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の先駆者であるが
急襲畢禦組壊褒撃吹詑華鞭をづけ

謬老瑳′詩誌三冠を蒜

撰な互成分系の朕態図を\ 補則を土台に輿えを

: 謹言言霊議案等誓霊二・二
・庫b 。鵬五山尋読註二義素素の諒恕料の基礎.
を造ったの甚大きた功績であった。これも忘れ、 ・

…真空即、? ∵二言●“・∴∴∴∴ .  _

・; 葦莞蒜器霊議書三賞
“シによって鉄の変態が明●白になり合金の冷却曲
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シネではオスモン’. .
三乗損金居り顕微鏡組織を見ることを試みた人二二

言、これ等の人々の′

. . Ⅲe ) などによって試みられていたo《
・く ・- - 子●、 ● - - ●

◆ ト

幸二尋毒は享コックとネセル

カにようで金属の組織を反射光線で見るとい∴
“ ・■ ・ ヽ ・・  ・ ・ ・ ヽ_ . .

仕事が確立しなこれがどれだけ金属の車高.
貢献したか、現在を串光学顕微鏡は進歩を?  ∵
最高壷頴聖書÷さしシぞめ分解能 ∴

理論的に限界が明かであるが、レンズの性能
進歩し\  ’装置の進歩は2 タ0 0 0 ノ÷2 タ5 0 0 倍で罵眞

撮れるまでに溶? た〇・・しかしその基礎はマル;  ・
こなすネゴシなどゐ人々が築かれたもりで

プ.

うたこ●●しかじこれ等の人手はまた軽合金に問 _

て産殆ど仕暮れていない。 ∴-  ’‾●∴●
・ ゝ

●. . 〇 ・●了予● 二・ .  ・ . つ・二・ ・

言状態回 の体系 化
レ一九 _ ・.  . ・_ ; ∴・一. ・ . . _ . . . . . . . _ ′

金属の顕微鏡組織を見るようになったが、二
戸では組織の解棒をするごとが必要となったo
れには、現在でいうと異相平衡論が要求され

た。丁度一方で熟力車の研究から異相平衡論の
法則として楠別がギプス. によって解明された。
それは1 8 7 8 年であ’る。それに塞いて朕態図の体
系化を試みて、妹態図の研究の基礎を造ったの

’’

3 )

がR ○○きe b 6 o 調であった。

ロ. ページ● ここ

の任蕾を顧“
二みると、. 複雑たる・2 元状態図を研究した努力は ぎ

●偉大なものと云もみほならね。. 現在これを繰返詳
して調べるとしても、可なりゐ暗面と曹心を重
ねなければ出来ない。かく考えると、始めて新
しい仕事をしたこれ等ゐ人々の努苦を偲び、敬
憲を表したいo
●’とにかく1 9 世紀の末期は、金属の学問に対し
ては黎明期であった。そのため軽合金に関して
は状態図が未だ未着手であったことは、/ 菱の軽
合金束に述べた通りであるo  ( 以下家母)

・那須アルミ新冠長に薄田陸氏 前社長大・1
倉幸雄氏の逝去に依てしばらく鉄貝中であった那須ア
ルミニウム工業株式会社の社長には今度親会社甘藍の
取締役浜田陸氏が就任したo 浜田氏は大倉氏と同じく.

“早欝蓑憲言霊三善葉蘭こ灘-
新古河鏡蓮株式会社碁務硬請役管野友信氏は鋳造技

術研究の為、来たろ一月十八日出発、約7 0 日の予定で
アメリカへ赴くことゝなったo 同社は昨夏米国よりハ
イドロ’- サック・ブレスの創0 A超大型ダイカスト駿
を入れ本邦斯業に新時期を劃した処であり、管野氏は
宮て囲み本誌に蓄積したことのある著名なダイカスト
薮街着である。今回の競察語も本誌に発表を約された

1 ) 廿・ 〇・ S o 中・ ∴∴ の∴〇・貰・ D e s c h ・弛e t 抽g 叩h y ( 1 9 1 8 ) 3 ・ ・

3 )  Z .  P .  c l ¦ e i 重r i e . ,  ‘3 0  ( 1 8 9 9 ) ,  3 8 5 ,  4 1 3 .  D i e  He r e r o y e n e  G l e i c 栂e w i 血t 8  V O I 重重S t a n d  p u n i k t  d e r  . .  .

十:  ’P h a 8 e h l e h r 6 ・ ( 1 9 1 0 )  ∴∴・二’
† 4 )  S t h  R e p o r  t o  A ] l o y  R e s e i r c h  C o mn r i t t e e ,  ( 1 8 9 9 ) .
●∴- ヽ _ . ● ●

‡二言章二∴ ・ ・ ・′ ( 子)
㌣: ヽ・・子で」∴・  ・・ ・言で∴ ・∴

琵′圭∴. 予言二言モ」∴_  ・・へ∴一
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( 第2 回) 十二二

‾ - ∴●. ∵∵∴遷

: ・・、 ∴∴京転学姦∴一章士●、西
’・∴

・ I ∴∴∴∴・・・’ ’●∴●・こ: 言霊∴十・- 詰、・・Y . ・ . 言

二言∴∴言I ・∴ ・ノ∴ 言’: 二・・’●二‥: 土工∴子二・∴“’

∴∴二元献態国の・発展一_→
●

・ ; ・J ・ ●・● ・′ ・ ・ }

∴軽合金に関する献態図などの研究は∴●1 9 直紀
ゐ2 0 世紀に移る頃から始毒づだJ ∴ ÷ロー. 、

村● 秀: 雄・・・ 、

÷享千載態園の護蜃●冨アルミニウム銅の二元蘇態図・・∴アルミニウム醜体の溶解度{ !
_ . …. ノ. ・・ \ ∴ ・二㌢. . ・・∴二∴1 」信.   . . 、 !  _ ′

ふェ葉月合金に関係の深いもの“を馨げて善書
る。先づ第1 にアルミこそムー銅合金でおる言霊

六・総て研究に咋波がうつd 或る学期崎は新しい
ぷ雪蕾が急に発展するが、それがしぼ. らく緩く仁
高安にはズランプの時代が来る。 ・また新しい狂喜
享雪発展する。、. ・このスランプを破るものは発見、

銅を含むアルミ二葉合金の、合金と・しての轟.  ・ _  ・三つ

’冤はブ3 . ジスのギ亘S  1 9 0 1 年にC b mp t e s ’R a l - 薫一〆1 守.

∴ふs 定義表しているも・のが挙るが、・それに先手璃
◆

●

● ●- ●●
.

ってこ’の朕愚図を初めて研究したのはル」シャ

・中りエであつな1 8 9 5 年にB 血重専d e 誓葦璃
●

●
● ●

●
●

発明でああミヽ- 許し増定器機であること・もま.
喪理論である, こ・ともある○) ざた新しい草津で新
∴しいものが遣られた駕に、他の方向まで進歩す
こ ろこ. ともあるo  1 9 世紀の後期にアルミニウムが●
工業的に生牽されるようになった。しかし合金
・さして使用す、る・までに至らなかったのは、 ・その
時期が熱さ那ゝつたのである∴二 子

′

′
ヽ ・. ,  ・●

・しかし金属顕微鏡が発明され、 2 元妹態図が
体系化されて、その際用として実際にアルミニ
ウムを含む2 元状態図が研究されなければなら う

ぬ順序であるo それがゴーチェ( G a u 七i e r ) とか
や・・シャトり●ェなどの研究から、 : タンマン一派
の人々の研究などにまで発展したo
就中アン九・ル・シキト. リェは、併国の生ん

. ●旋冶金学著として、偉大な足跡を残した人であ
り、また平衡の移動に関するル・シキトリェの
法則を造った人であるため、妹態図の研究には
関係が深い。胸氏は1 9 5 0 年1 0 月1 8 日の生誕1 0 0 .

年に当り、記念嗣祭がノ†りで行われた〇・アンリ
らレ. シャトりェ先生の追憶として金属誌上に
書いたから、ここにぬ繰り返えさな高塁同氏は
とにかく冶金学上には多くの足跡を残している・・
から: 忘れてはならぬ。 ●’

. アルミニウム銅二元状態国
アルミニウムを主体とした2 元合金系のうち

一C王6 t 6  d ’E n c o u 誓e m討l O  ( ’1 8 9 5 )  b e 9  t e 挙零

して南o ’それは液相線の如決定されている
∴のみで極めて不完全であるが、既に●A1 合C u の
化合物の存在を明かにしている。また型C u
とアルミニゥムとの問の共晶点は銅3 4 劣として

曇
∴
理
工

・いるが、 i これもその後の研究と余り差が別、〇
二

ギ三はこの朕態図を引用してア㌢ミニウムー銅・; ‾
・合金の組織を調へまた機械性質を研究して∴ ‡
るo それを見ると鍋を主成分にした合金を漢人∴掌
して機械性費の変化を調べているが、階しいか芋
なアルミニウム側に薄しては熱処理をしていた: . ・‡
いo とノにかくアルミニウム青銅の熱処理の土台、三●
が既に邁●られ定点に興味があざ。 .  ・ ・ 、
これから考えでもサーモ・ヤツブルで温度を’

測定し得たことと、朕愚図の理論的な基礎が出.
恭たことが、ここ. までの発展を輿え定と云わね干-
ぼならぬo プ

英国でもこれに並行して研究が進められてい
た。それは先づC u 耽y の発表として現われた
同氏はW○○d s と共著で、工9 0 7 年に銅- アルミ
ニウム合金の抗張力という題で、物理化学会誌
( J .  P 申s ・ C u e 皿・ 1 1 ,  4 6 1 ) に銅を主体とした

アルミニウム青銅の機械性質を発表したと同時
隼アルミニウム青銅の組成を同時に( P ・竣5 )
に銅〇二アルミニウム系の奄系に亘って状態図を
発表した。●安いでC a 富p e 耽e 重とE d wa 車s の両
氏が、英園の機械工業学会の合金研究委員会報

1 ) 金属2 1  ( 1 9 5 1 )  4 5 8 2 ) G u i I l e t ,  C o mp 七.  R e u d .  1 3 3  ( 1 9 0 1 )  6 8 4 . 3 )  R e v .  Me t a l ] u r g i e  2  ( 1 9 0 5 )  5 6 7 .

舞含み晦園田 園 ( 男( 7 〕I

ヽヽ◆.

} ・ ’ .  I ’・
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第8  ( 8 t h  R e p o r t  t o  A l l o y s 草e s ・ + Om.

孟・ Me c h ・ E n g り1 的7 ) 、にこの合金の言辞田の

アルミエウ卒倒の状態図が必要な藷である
埋C u の化合物の宿在は既にル・シャト“リ

’ t
′

馨蓑繋繋輩
ヽ ;  ●

●
ヽ

ら∴当時アルミ・ニウ今の純度から考えて欝葦
餅、華菜種どの影響で・かくなったものであろ
毒こ●測定は正確に行おれていだ。. ∴三言一

. _ -  J ・己 l ・二・・一・●-  ・}

靂繋霊蒜業誤電〇〇〇

中二しアヤ. き、ニ妾千に銅が同港する限度をど
蘭しては、’研究が不充分であった。●約1 0 多幸
聞落するとして状態図が輿えられている9 も
と. も銅5 _ 劣の合金ゐ冷却曲線に共晶による停

囲
圏
圏
怒
謹
穀
琵
寮互恵を認めている枇かように研究結果の取扱

玉木寿室で挙ったとは云え、銅9 0 - 5 0 ヲ多の複雑

業諾駕慧蓑慧霊云二
1 4 )

去ニステンとスタンスフィル下、安いでへ
●・ -

5 )

繚李㌢クとネ・ピルによって輿えられていたから
討二・であって、殊に後者の研究で銅一錫系合金の朕

‡豊蓋器‡宝器三富霊等
をセム系合金の朕態図が造られたと考えてよいで
辛. ●あろう。・ ∴∴∴ ‥-・・ .  . ・- 一“・も

ぎ・蜜の成るは成るの日に成るのでない、と云わ
: れるが、未知の世界を開拓して新しい洲を開い
・ ・た先人のこ. とは・ど甲雪面を見ても茨の道であ

った。度々同じ言葉を繰り返すようだが、我が
国では、総て先進園の跡を追っている赤ら、 ・こ

∴の初期の苦鄭鳴らぬ。新しいことを発見する
: ・ ・こ・との少小のも、かかる点があるのでたかろう

か。大の字をつけないとも手さぐクで新しやこ
と・を進めるのは二盲人が枚を頼りに歩いて行く

園
圏
圏
発

よう なものであるo 菩努は必ずしも葵を結ぶと

●は限らぬが、努力しないで実は箔は潰

・アルミニウム固落体の溶経度
. アルミニウ. ムに於げそ銅の固落慶が問題

: . 器器言霊霊蒜蒜紫肇
. . ・米国で叫カがアルミニお園溶体の銅の固溶●●幸

二. 塵を研究して: c u - 」虹2 の析出現象とこして時効: ‥,
. を取扱ったのが始めであった○これは軽合金吏・二

・寸. に鞠貯蓄高をo 軽合金・としではアルミニケ至言
: ◆ 側の状態図として、この固落度が大切なもので∴

あるから: 特にこの問題に関しての研究が行ねこ.
五和 ∴∴. . ∴∴声
. , 初期の研究でアルミニウムに於げろ銅の聞落

- 二二・度料正確に決定されがゝつたのは: 溶解度の変」
∴化の重要性が明かになっていなかったはまる。? - . ●
. . メサカなどの人々によってアルミ三サム園落体∴

. ’の固落度の決定を見た篤に、・これによって同港- 一
言; 度の変化永如何なる意義をもつものか∴合金の子

軽質にどう影響するか判然と結果を輿えたるの ∴

_  ●_ であって、これがため固落度の決定を五確にす∴
. ることが必ずしも軽合金のみそなく、合金全般.  :
・に対する考え方に大手を影響を異えたこ. .

一. . ` 第1 表にはその後、種々の人によって求めら-
∴・l れたアルミェサムに於げろ銅の同港慶の研究箔
∴某の重なるものをまとめて示し窄。そのうちで・

ディック・ス( D i x ) とりチヤ. - ドy t , / ( R i c h a r ∴’
d s o 孤) が、フープス法で遣られた高純度のアル
ミニウムを用いて求めたものが最も正確で、現

・在も一般に用いられているo  ; - へ・

第・ 1 1 表
研 究 着I 湿度o C !

M e r i c a + Wa l t e n F e r g - F r e  e 皿a ロ
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工. 6 { ゼ. 1
l .  l , " } l . 6

I わ9 e n  l  l  a i n - A r  c h  b  t u t t - H ! l n S On

1 1 藍藻悪霊個1
田 崎 正 浩

金属の研究2 ( 1 9 2 5 )  4 9 0

大名韻イ喜怒誌2 4 脚1 3 5 3

4 )  P r o c , ・I n s t ,  Me c h , .  E n g ,  ( 1 8 9 5 )  2 6 9 , 5 )  P r o c ,  R o y タS o c タ6 4 . ( 1 9 0 1 )  3 2 0 .
_ ヽ ′
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韮しいと思わせるo 僅かに銅側に多少の
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∴攣大学教授∴工輔‡・・宰・村 秀 雄寄
アルミニウム地金の組成の研究・・∴ァルさこウム・鞍二元合金…‥功しミ
ニウム・珪素二元系……アルざこウム地金の組成……アルミニウム・亜鉛
合金献態固・∴・・アルミニウム・亜鉛系のl 相の本質・・・・・・

◆_ - 「

●アルミニウム地金の組成の研究

学問の霞蓮はどの部門でも同じような経路を
存とる。進歩の蓮謹がとの階段にあるか、それ
ぞれ異ってはいるが、 - つの部門に進勅S ある-

▼∴"

と他の部門もそれに従って進むようになるo 自

然科学や方面ではその傾向が著しい。例えば朕
態園は平衡状態での春在條作りみを指示するも
ので、これが先ず金厨合金の性質を判断する標
準となって種々の現象を論じられた。もっとも’
現在ではその域を擬して進みつゝあるが、それ
はとにかく、力学では動的な現象を諮止してカ
. の釣合った献態として考え、●計算するo それと
さ同じよう・なもので合金の朕態園は、平衡状態を
示す牢過ぎたいが\ ・予感は明白にする必要があ
り、その研究へ拍車がかけられためであった。
要するに新しい合金を造ると顕微鏡組織を見-

なければならない。組織に見られる結晶が何で.
あるかを制定するためには献態園を知ること郊
必要であった。しかし金属材料は簡単な組織か
らたっていない。また純金属と穂しても純度が
1 0 0 努’ではない。殊にフルミュウムは純度が、
9 9 . 9 9 ブタ以上のものが得られるようになったの
は最近のことであり、’普通に用いられたものは
9 9 . 1 ̃ 9 9 . 3 ブタ程度であった。その不純物は酸と
●珪素が重なものであった。銭と珪素はそのまゝ
で含まれるものでないからアルミニウム地金の
頴繊鋳組総を明確にするため種々の研究が行わ
れ声。. ●
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アルミニウム・銭こ元合金 ● ’.

アルミ尋ムー戯二元系合釦哩F e なる
化合物が荏在することは猫蓮でブルンクが1 9 0 1  ∴
年に、また傍蘭画でギェが1 9 0 2 年に認めて饗菱
・しているo しかし献態園としては英国でロス- ‥

ッ、オースデブが液相線の大体を決定したのど言
以て、. その最初のものと考え産はならぬ。しか∴
しこれば不完釜のものであったo アルミニウ÷
側の状態園としてグロイ予が1 9 0 8 年に霞表した
ものがある。アルミニウム、A工3 氏の共晶温度・
が6 4 6 ノー6 4 9 0 C としているが共晶点は決定して

いない。またアルミエウムの融点が鮮3 o C と
なっていることから可なり不純なテルミニ‾ゥム’
を用いたと想像される○その後英国のロ」ゼン
ハイシー源の人々でこの共晶猛慶は6 4 8 0 C で
共晶成分が鍼2 タ多であると. した。
元恭共晶点の正確なる成分割合を決定するこ_

とは、熱分析のみでは難しいも? であるが、旗
に共晶点が成分金属に近く轟在するときは÷居
難しい。アルミニウムとA工3 F e との共晶点は
アルミニウムに近く春毒して示るから決定し悪

霊諾註警’欝慧荒票
劣或は1 . 9 ・劣と決定し、温度を6 5 5 0 C 或は6 5 3
0 C としたものが最も正確に近いものであろう
と考えねぼならぬ。いずれにしてもアルミニウ
ムに酸はA工3 F e なる形で含まれ、その共晶点
は鞍1 . 7 〆1 . 9 ブタにあるもので、. 温度は6 5 3 - 6 5 育

o C であるとしてよい。

.  1 ) B e r .  D t s o h .  C h e m.  G e s .  3 4  ( 1 9 0 1 )  2 7 3 3 . 2 , G e n i e  C i v .  4 1  ( 1 9 0 2 )  3 8 0 . 3 ) P r o c .  h s t .  Me c h .

皿g .  ( 1 8 9 5 )  2 4 5 . 4 )  P r o c .  Am.  S o c : 冒e s 七.  Ma t .  T e c h .  P まl P e r S 2 5  ( 1 9 2 5 )  1 2 0 . 5 ) J .  I n s t .

拡e 七握I s タ4 0  ( 1 9 2 8 )  3 5 る.
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一 アルミニウム・珪素二元系
三女にアルミとサムと珪素の二元系合金のこと
は、シルミンと欝して鋳造合金に用いられるか
- ら、その蛮華㌢経路を既に書いた。またよく知
られているから繰返す必要もたいであろう。即
i ちアルミニウムと珪素とは簡単な共晶合金を造
るもので、共晶点は珪素1 1 . 6 劣で5 7 8 °Cに在る
. ものである。

. 〆アルミニウム地金の組轟∴ ・・
{ 書直∴かように戟或は珪素とアルミニウムとの二元
了 系合金は明かになっていたが、アルミニウム地
“. 金は餞と珪素とを共に含んだ三元系合金と考え
: . ・ねばならない。しかしこの三元系状態園は明確
三- にされていなかったから、 ・始めは顕微鏡組織だ
・ ●げで研究された〇・その結果はアルミニウム砲金
; 一のF e  A工8 以外に餞を含む三元化合物の荏春が
二二認められそれが組織は不明であったため. Xと
し・され、漢字模様をなすのが特色であるとされた
三・’。それを始めて指摘したのは米国のメサカ、フ
ルテンベルク、フリーマン. の諸氏であった○

∴ その後A l ゼe - S c 系三元状態固b 研究にま
. で蛮展、 Ⅹ化合物以外に三元化合物の春在を知

ニ∴るようにをつなこの三元状態園は革めて書き
ノたい。 ・ 、∴.

◆
●

書

: 二
アルミニウム◆・亜鉛合金状態国

●

先に述べたアルミェサムT 銅二元系合金が圭
・要を軽合金であるため、その献態園が早くから
研究されたと同様に、アルミニウムー亜鉛系の
朕態園も既に1 9 世紀の末期から研究されていた
_ . ものであることは、軽合金更の始めに書いた。
合金として使用されるために注目されたのであ
・つた。

初めこの合金系は簡単なる共晶合金と考えら
れて、アルミニウムに亜鉛が約5 0 多国溶すると

・されたo ●しかしこれがもつと複雑なる二元系合
金なることを英国のローゼン〈インとアーチバ
●ツトによって霞表された。両氏の朕態園を見る

とアルミヱウム愚落体の液相線は4 4 3 。c
点があって

詞
白
言
霊
誓

書
.
、言

醇
、

:
に

液相Ⅹ ( A i )  ≒ A 1 2 Z ね8

なる包晶反感が生じ、化合物蝕2 z 尋が出来
るものであって、この化合物が2 6 5 °Cで( A l )
●. とくZ n ) とに分解するものとなっている。
∴とにかく今迄と臭ってこの二元系の登貌を明
かにした。これは既に軽合金更に書いた。
それに示唆を受けて筆者が大正8 年に型- z 孤

系合金の状態園を再検討して5 劣以上亜鉛を含
むアルミニウム合金が時効硬化するのを蛮見し・
」をことにも解れたところである: またこのアル
ミニウム固落体における亜鉛の固落度について
は研究者によって苦しく実ることばへンセンの
著書二元合金に彊めて示されているから明かで
あるが、著者の研究はその後フィレクとホー‡シ・
両氏或は最近の研究とも大業埜なかった。
・いずれにしてもアルミニウムにおけ手盛銃ゐ
固落度と開陳して析出機構が問題とたるが、こ
“の点に関してはまだ明白を欠くもので、現在僅
. かにギ= ヱ( G u i n i e r ) がⅩ線分析の結果を蜜
表している程度である。研究したい問題の- つI
であるo
∵殿に固落体の固落度は実際問題として必ず
しも一定であると云えるかどうか疑問である。
・固落体は過冷し易いため準安定のまl 春在し易
・∴小からまだ検討しなければたら恥点があるので
ないかo これ等の問題はいずれ析出現象牢関係
したものであるから、時効硬化の研究の歴史を
述べるときに解れることにしたい。 心.

アルミニウム・亜鉛系のl 相の本質
攻にアルミニウムー亜鉛系合金のβ禍につい
て- 言解れておきたい。
ローゼン〈インはこれをA1 2 Z n 3 なる化合“†

物としたが、こ京しぼ化合物でなく固溶範囲をも
った中間桐なることを1 9 1 6 隼に英園でハシソン

とゲ‾ラ‾の両氏が蛮表し亥もそ薯についで我
. が園でも田邁友…矢部氏、石原宮松氏も同様の朕
熊田を霞表した。何れもβ禍が包晶反鷹を生じ

6 )  A・ I .  M.  E . ' 6 4  ( 1 9 2 0 )  3 .  7 )  R o s e n h a i n  &  A r c h b a t t ,  J .  T n s t ・ Me t a l s  6  ( 哩1 1 )  2 3 6 ・ 8 ) Ha n s e n ,

D e r  A u f b a u  d e r  T we i §t O f f l e g i e r u n g e n  ( 1 9 3 6 )  9 )  J .  I n s t .  Me t a l s ;  2 7  ( 1 9 2 2 )  2 6 7 .  1 0 う同上3 2  ( 1 9 2 4 )  4 1 5 .

(  4  )



ることに差異は湖ゝ? た。 ∴∴
しかる. にアルミニウム. の純度の商いものが造

られる・ようになって、猫進でシュミット・ワッ
サーマンの研究により、その後英園でグーラ」
女史とス毒- ランド高氏によってこの二元系が
再検討され、 β桶はアルミニウム固落体と固じ

. . 連続したも●のであって4 4 3 0 C に認められた包晶
反感は有産しないことを明かにした。この苺実
は翠線分析でも確められて聞達ないものとをつ
た。絶つそ2 8 0 0 C 共析変態は偏析変態なること

. ● ●章
●

にたったo . _

二 しかしローゼン〈イン以下の人々により不絹
物を含んだアルミ三’ゥムを用いた結果がアルミ
ニウム一軍鉛二元系に4 4 3 o C に包晶点が認めた
ことも薯実であった。 - - ’・

上

二: 繰返すようであるが著書自らの高温計の針の
動きを恵がめながら、冷却回線をとって確かに
冷却回線は停止点を見たのであった。それは、.
9 9 . 3 ブタ程度のアルミ二ウ払地金を用いたもので
あった。これから4 4 3 雪の包晶点が不純物に基
すくものなそことは明かであろう。その不純物
は何かという問題が生じるo 恐らく固落慶のあ
る元素であろうと考えられるo この間題は未だ
護も解決していなかった。 ●

一

筆着は珪素が重なる不純物ではないかと考え

嘉子蒜光害霊藷≡讃器

・を蛮表しなぞ草によって不純物によって卑二・
固溶体の溶解度が減少して包晶反鷹を生じるも
のと考えたのであるがこまた銭がどんなに影響.

∴るすか、これも微量回路するから同様の現象を
生じるかどうか、これは誰も解明していない。
また銅或はヤクネシウ●ムを加えても同様の現象“
’を生じることは既にA l - C u セh 系:  A l 輸Z n - Mさ

系の駅態固からも想像される。 ・
とにかく9 9 . 9 9 劣以上の純度のアルミヱウム

が容易に用いられるように潰ヲたため、再検討
を必要とする問題が多く壁されている。これか
ら研究に新しい径が開かれるのでないかと考え
るo  - つの進歩華他の部門の進歩を促すことの

・一例があった謀であって・批最純のテルミェ∴
サムを以て検討すべき状態図の多くが未解決の
点を襲しているo
しかし一方科挙の進歩は状態団などに拘泥し

て研究をするより、なを新しい仕事に進むこと二
を要求されるため、古典的でしかも努力を必要
とする○かような仕事に牢乎をつける人が少く
なっているo

世界的に見ても英国でビューム・ロサリー÷.
源の人々が和魂す状態園を造って、それから.  :
ある法則を導かうとしている以外、かような艶 子

味な方面の研究者が少いねが園でも、かしる方
面にも若い人々がもつと努力して欲しいと思う’
のであるo

1 1 )  Z . Me t a l l k ,  2 6 ( 1 9 3 4 )  1 4 5 .  1 9 )  J . I n s t . Me t a l s ,  6 3  ( 1 9 3 8 )  1 2 3 .  1 3 ) 日本金属学会誌,  4 ( 1 9 4 0 )  1 1 6

古本軽金犀様式合祀代理店・
: ァルミュウム・非銭金屈・カーバイト

< >
株式合祀大 信 洋 行

大阪市西匝江戸堀上通一丁百一番地

・輔宗佐許諾輩六〇七番
東京支店 東京都中央匝京橋二丁目八番抱

二言 電話京橋㊥四七三九番
工 場 東京都大田匝西六郷二丁目三三

. _ 母語蒲田( 0 3 ) 四三六四番

日本軽金属操武舎註代理店

㊨ ’

佐渡島金屡株式曾証
大阪市南画心斎橋筋一丁目三六番鞄

輔南㊥ 〔繚ヂ錠。0 8 0 0  ’

東京出張所 東京都中央駐日本稿本町一丁目八

(  5  )
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ー フルをニウム・マグネシウム合金……アルミニウム地金の組織…‥Ⅹ化合物

・- へ; アルミニウム・マグネシウム合金
丁子辛グチリウム・という名籍はアルミエウ士に了
i ㍉∴グネシウムを加えた合金に付せられていたo こ

亨: れが最近では、- ヒドロチリサム或は5 6 S など
三・、いう合金となっている。もう二十数年以前にな
る。抗張試験に用いるために猫蓮からマルチン

: 言ニスのエキチンゾメ. - 夕」を膳大したが、その鏡
二㌔言を支えている金物が軽く、マグチリウムである
告こ琵知った。猫蓮で嵩みチリウムはかなり

使用されていたものと考えるo いまたに鋳
} ゝ _ びもしないである〇 、当時この合金が耐蝕性のあ
る. ことが知られていたのであろう。それがまた
と戸口チリウムとなって新しも息吹きかえした
のである○
このヒドロチリウムは要するにアルミニウム

二二マグネシウム合金であるから、その基礎とし
㌣てこの合金系の朕態図も古くから研究され\ 先
‾すB o u d o u a r c により安いでG r u b e によって造
- られているo 後者によってアルミニウムとマグ
. ネシウムとの閥に申開相が存在するが、その化
合物の液相線が平らたため頂点がこ正確に決定で
きなかったから、・この申間柄の主体となる化合
物の組成を完室に決定していないが、多分A工3
Mg 互が最も海いものであろうと考えられた。

. その後、英国で〈シソンとゲーラー両氏によ
って全系にわたって再検討されたが、液相線に
二極大点が存在し、その- つは血8 Mg 2 に相当
し、他がA工容Mg むに相当するものとしだo 筆者
は両氏の熟分析結果を実際に検討したが、この
二極大点が正確に荏在するという種、韮確なも
- のでないことを知ったo 寧ろ頴微鏡組綾などか
ら中間に二柵の春在することを知って朕態図を

薫
小
言
㍉

i

理論的に造ったように感じられたo たゞ両氏の
研究にまつってアルミェウ・ムと・マグネシウムを
主体とした固落体の固落慶の変化が明かにされ
たo しかしその固落度の変化に関してはその後
の研究で訂正されている。第l 表にその主たる‾
研究を窪めて示した。これによると、アルミニ
ウムにマグネ・シウムは4 5 1 0 C の共晶温度で大略
1 5 劣を固落し、温度が低くなるにつれて、’その
溶解度を減少し、常温となると手形以下になる
この溶解度の変化がこの合金を使用する上に大
切な問題を提供しているo

濁度。i = とK。一, 。r  H。n S 。n 亀h mi i ±S i 。b 。,
研 . 究

○○ ( 1 9 2 9 ) (  1 9 2 9 ) ( 1 9 3 1 )

伽
4
0
0
脚
3
 
0
0
2
5
0
2
0
0
脚

1 4 . 9 約1 5 工5 . 3 5 ( 外挿)
1 1 . 5 1 工. 8 1 2 . 0 5

8 . 7 . ∴ 9 . 1 ’9 . 0 5

6 . 4 6 . 7 6 . 2 5

4 . 9 こ∴∴∴4 . 7 4 . 3 8

4 . 0 3 . 3 8

2 . 9 5  ・●

. 安にこの合金系については我が国に於いて河
上三盆夫氏が研究して三彊類の固落体が申開に存
在することを明かにし、それをβ、 γ† ∂と名づ
けているo このβ柄の春在に関してはその後猫
逸でも認めているから聞達ないと考えるが、命
確証を得ることが望ましい。顕微鏡組織にのみ
頼ることは判定が困難であるからⅩ線分析で決
定して欲しい。.
いづれにしても駅愚図については大体明白に

なったものと考えて●よい。
・しかしこの合金系については実用合金として
の問題が残されている。ヒドロチリウムなどい
う名器で耐蝕性合金が発表されて以衆、超ヂュ

ま)  C . R . A c a d .  S c i .  1 3 2  ( 1 9 0 1 )  1 3 2 5 2 )  Z .  A n o r g .  c h e m王e  ( 1 9 0 5 ) 3 )  H i l n S On  &  G a y ] e r  , J .  I n s t ・

Me t a I s  2 4  ( 1 9 2 0 )  2 0 1 . 4 ) 金属の研究,  1 0  ( 1 9 3 3 )  5 3 2 .

坪肩擁勅享やか2 )
暴言÷高子小
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i “ラルミンなどの発達の関係で余り問題にされな
かったが、最近になって海外の文献を見るむ、.
この合金に関する研究発表が歴々現れる。これ

: ・は恐らく実用化が進みつl あるをめであらうo
∴それは強度と同時に耐蝕性の要求される碍舶
其の他構造物に、使用されるようになったため
であろうo 研究も主として魔力腐蝕に関係のあ
るものが多く見られることは、これを襲害して
いるo ∴ . ・・ ′ ・ ・

應力腐蝕に関してはE .  S .  Dに関して問題と
なったものであり、甘Dなどの合金について記
邁したが、この聴力腐蝕は析出と大きい関係を

.  ′

/ . もっているむら、それ等の問題に煽れた研究が
’・最近主要卒研究対照となっている。’聴力腐蝕と
析出との関係を述べることは析出に関する現在
までの進歩の跡を謡ってからたしたいから、ま

′た更めて書くことにして、. こし・では上記の如ぐ
. マグネシウムのアルミニウムに於ける固落慶の
変化が、それに関係する、と言うことにとゞめ
たい。
’この他二元合金として必要なものもあるが、
合金として主たる役目をしていろものでない。
’必要に感じて述べることにして安には三元系合
金に話を移す〇 ・
二元系合金に関してもその状態図を示さず、

言葉で研究結果のみを述べているため、’・この方
面の知識が深い人にのみ理解されるが、一般の
人夫に或は理解して貰うことが困難と考えるが
殊に三元系とたると一暦複雑で’ぁ少、未決定の
㍉点が残されたりした関係で或いは読明に徹底を
. 疎くかとも考える。たゞ軽合金の歴史であるか
ら- 應靂更的な親点から必要なもののみを諮述
するのであるo 不明の点は読み流して頂きたい

アルミニウム砲金の組識
アルミニウム合金が研究されると同時に、ア

ルミニウム地金というものにも注意を蛾われだ
・ことは自然のことであるo その砲金が9 9 . 3 ヲ多程
度のものが普通であった時代であるから、顕微
鏡組成を調べて不純物がどんな形態で含まれる

か研究された。要する碕まれている稲㌫詳
珪素と鉄であることは分析からは明白であるが圭
それがどんな形で含まれるかば不明であった。 ∴‥
二元系の状態図から考えると珪素は珪素のまゝ
で含まれ、鉄はF e A工3 の化合物として含まれ
ることになる。しかし鉄と珪素を同時に含む地
金の顕微鏡組織を調べると、珪素、 F e A置8 以外
の化合物と考えられるものが含まれている・こと
を知って、これを不明の禍であるからⅩという.

名幣発表したのが米国のメサカ・ウルテンペ)
プレグi ブリマンであった。上記の三氏はジュラー
ルミシの研究を系統的に行った人々であるが、 ・・
・その研究に関擬してアルミこウ・ム砲金の研究を
したのであった〇 、

∴・Ⅹ 化∴・合∴ ・物‾亘.
薫たW劃s ・はこの化合物が支那文字のようを’

形状をすることが特徴とるすものとしだ。. . 互は’
必ずしもかよう定形朕をして含まれるとは限ら
ない? であるが、大体支那文字のような形態を・
とるというのであるo 漢字に親しみ? ある昔々
は支那文字とは思われないが、割のある文字の
ようなという意味で亙ったと解藩したいo
その後、英国でローゼン〈イン、アーチペッ

ト、今シソン、によって珪素8 私鉄8 多の範
囲でこの. 状態図が研究され、 E l e v i mt h  R e p o r 上
Of  A l l o y ’R e s a r c h  C o mmi t t e e  o f  Me c h 狐i c a l

E n g i n e e r s  ( 1 9 2 1 ) に発表されたo この報告は憂
え引用しているもので、マ合金を始めて紹介し’
たことに於て最も重要なものであるo その一部
にこの蛛態図本掲げられているが、たゞ轟南京
愚図が具えられて、綜合された族態図がないか
ら、凝固反感を完全に知るためには不完全であ
ったが、たゞ包共晶反感が生じることが注目さ
れた。 Ⅹがこの包共晶反感で凝固するのが支那
文字の形態をとるのであるとされた。
なお英園ではグワイヤととリップまが鉄3 腸

珪素1 5 劣の範囲について研究した準平衡状態と.
稽すべきものを具えた。元来合金の朕愚図を研
究するとき、繋扮所の結果を直ちに朕愚図とす

‘ 6 )  A .  I . M.  E ,  6 4  ( 1 9 2 0 )  3 . 6 )  Me t a l  ¦ n d u s t r y  ( I J )  ( 1 9 1 9 ) 7 )  G、V y e r  &  P h i l i p s  :  J .  I n s t .

Me t a 重8 3 8  ( 1 9 2 7 )  2 9 .
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二二二・また米国ではデイクス、宇ナス両氏が固態の
・、. . 平衡朕態を決定するため5 6 0 0 C で1 〆5 週間加
熟した試片の頴鏡の結果から’のどβの二蓮の三
二売電合物の轟在を認め. た。. こののはメサタのⅩ
二に相当するものとしたが、この研究ではαとl
●●十二とはその本質を明確にしていなかった。またフ
ゼナクとホーンはⅩ線分析の結果α鳩車e A工8

霊と大体高「の客間格子を有し、 F 虫I 8 にS i が
したものと考えた。命はそれとは異った三

掌元化合物であるとし、ブスは虹F 。2 S i 8 に相当

葦霊譜等警霊器三業…
_十・㌦・ 二

嘉一があってその猛度は5 7 0 0 C で、珪素1 2 . 5 劣、鉄

字詰、アルミ雪中8 7 多に相当するとした。検
‡. 二討するとこの状態図も理論的には説明の困難な

ものであって完全なるのでなかった。

葦藷慧霊窯業馨: 慧
‾F e 系合金のアルミ・= サム側の状態図を究却

・方ことを試み、その結果は昭和7 年に鉄と鋼に

発幸亘壷軸既のように畢ア示二滴
ム軸金を容易に入手が出奔なかったから、如何
なる研究をするとしても我が園では9 9 . 6 〆9 9 . 7
劣程度のアルミニウムを以て研究を進めること’こ
以外方法が恵方言った。従って必ず鉄と珪素が不_
純分として含まれ、その影響があらわれるから
予め地金の検討をする必要上行った仕苺であっ
たo 圭として示善報分析と顕微鏡組織によって
決定したo ̃

ヽ

その結果として珪素と鉄を3 0 ヲをまで含む範囲
七は不変系反感として

-
I -

ヽ

液相三三( Å1 ) 十S i ’

液村中料A l 8 ≒( 伽) 十( 彊A l 。税容)
‾及び液相十Ⅹ≡三賞e A I $ 十( E e 2 A重s S i 2 〕

●

がそれぞれ5 7 8 OC、 6 1 5 OC、 8 7 0 OCに生じると

. 決諭した。たゞ ・しくF e 2 A 1 3 S i 2 ) は上記のⅩ化
/ 合物としてメサカが考えた化合物であった。こ
の化合物は( 耳e A l 色; ’p e S i 合) に相当するものた
ることば大体均一相とたる成分を実験的に求め
て定めなのである。元衆三元化合物で聞落範囲
のないものの位置を決定することは極めて困難
な仕事であるから、繰返し注意して実験した。
また上記のⅩと示した. ものは不明の補であっ

てその探究は試みなかった。要するにこの研究
ではデイクスが始めで明かにしたl 桐の荏在が’
つかめなかったのである。 ・

8 )  D i x  &  He a t h .  A . 工. M. E  ( 1 9 2 8 )  1 6 4 .

9 1  『i n k  &宙o 調, 同上( 1 9 2 9 )  1 0 )  F u s 9 タz .

M亭a l ] k .  2 3  ( 1 9 3 1 )  2 3 l .  1 1 )  1 8  ( 昭和7 年) _ N o 8

.  ∴記名饗要衝摸拶
毎度御愛顧を頂き厚く御踵馬上げます○今野
星膣金属工業所を株式会祀組織に改め株式書
証星鷹アルミニウム製作所と駈名を饗宴致し
新襲足致す苺と成りましたe 就きましては何
卒倍旧の御高配を賜り度く伏して御願い申上
げます。右略儀乍ら祀名変更御挨拶車上ます

● 大阪府中河内那加実相高鞍降町五一二

額星鷹アルミニウム製作所
.  。岱表取締役盤. 田 甚 書
母語東住吉㊥○●三一六番

日本軽金属様式合祀代理店
アルミニウム・発き設全国・カーバイト

< 夢.
株式合祀大 信∴輩∴行

′、 大阪市西田江戸堀上通一丁菌一番地

車佐篤語馨芦〇七番
東京支店 東京都中央匝京橋二丁目八番抱

電話京橋◎四七三九番
工 場 東京都大田園田六郷二丁目三三

電話蒲田( 脚) 四三六四番
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